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加増みつ子   遠山ちえ子  

本田かずなり 

佐野太一議員 日本共産党離党にあたって                

ご報告とお詫び          ２０２４年９月３日 

                  日本共産党取手市委員会 

９月議会直前の８月２９日佐野太一氏より日本共産党を離

党したい旨の表明がありました。「取手駅西口開発や公営ギャ

ンブルでの共産党議員団の政策に同調するのは難しい」など

を理由とするものです。８月３０日日本共産党は、党取手市議

団など関係会議を開催し、佐野氏の離党を了承しました。 

党取手市議団は、災害対応の為１日遅れの３日開会となっ

た９月議会開会日前日の９月２日日本共産党会派から佐野議

員を除く会派の変更届を提出しました。 

今年１月の市議会議員選挙で、日本共産党４議席を確保さ

せて頂きながら、一議席を失う残念な結果となりました。この

間党取手市委員会は、市議選での公約の実現に向け、主要政策

での一致を図る為の努力を続けてきましたが、結果として解

決することができず佐野議員の離党となりました。ご支援い

ただいた皆様に深くおわび申し上げます。 

今後３人の党取手市議団は、佐野議員や他党派議員との一

致する課題での協力を大事に、皆さまの期待に応えられるよ

う一層奮闘してまいります。 

引き続く皆様のご支援ご協力をお寄せ頂きます様お願い申

し上げます。 

９月定例市議会は、９月３日開会２４日まで

の会期で始まり、開会日初日に、上程された議

案の一部可決後、一般質問が始まりました。 

「明るい取手」本号では、５日、６日に行わ

れた日本共産党加増みつ子・遠山ちえ子・本田

かずなり議員の一般質問の要旨を紹介します。

なお、本議会からは、佐野太一市議の共産党会

派離脱により３人の党議員団となりました。 

Q 職員や庁舎内での情報伝達

について。 

A コミュニケーションがで

きる環境づくりに努め今後も

報告連絡相談、情報周知に努

める。 

Q 市民への情報伝達は市民主

体で民主的な市政運営へ十分

な説明、真摯に向き合うこと。

広報掲載に十分な手順を踏ま

ない掲載があり、既成事実を

つくっているのではないか。 

広報や HP、SNS などの意

義や目的をマーケティングの

観点から指摘。 

A 情報発信や周知が目的で

なく、最終的に市民に行動に

移してもらうことを目指して

いる。 

Q 新型コロナワクチン定期接

種についてリスクとベネフィ

ットの情報を明確に。 

A 必要な情報を案内してい

く、国のデータなども掲載し

ていく。 

Q 樹木の強剪定は適切なのか 

A 市民からの要望で強剪定

を行っている。 

Q 取手市気候非常事態宣言、

地球温暖化防止実行計画に基

づく樹木管理を。 

A 取手市緑化ガイドライ

ン、緑の基本計画にのっとっ

て市民の安全も考慮し管理し

ていく。 

本田かずなり 議員 

市民主体、庁内民主主義の確立、 

温暖化防止対策を質す      

Q コミバス等空白地域・移送

サービス・ドライバー不足等

の問題解決に向けて、バスを

ワゴン車に代替して増便の提

案をしました。令和２年地域

公共交通計画の策定が義務化

されたことで、いよいよ市民

の移動支援に向けて、計画策

定に着手しています。今回、市

民・団体・地元事業者・議会等

の声を受け止め、市民参画で

計画策定するよう求ました。 

A「新しい移動手段の導入

検討など、持続可能な公共交

通ネットワークの構築を目指

す」と答弁。 

Q 持続可能な食と農の取組で

は、先ず子ども達に安全な米。

農薬・化学肥料の半減使用「特

別栽培米」を一定の地区で。暑

さに強い米作りの取組。今回

の米不足等を受けて安全な農

作物をつくる生産者と消費者

が支えあう「（仮称）食料・農

業市民会議」創設を提案しま

した。市は、農業の現状では共

通認識しているものの具体的

な答弁には至りませんでし

た。今後引き続き取り組みま

す。 

遠山ちえ子 議員 

便利な地域公共交通   

安全な食と農を求める  

Q「Ａ街区再開発」の都市計画

決定前に、「図書館等複合公共

施設整備計画」についての基

本構想・基本計画策定に市民

の意見を取り入れ、専門機関

での検討を行うこと。 

A 市は、教育委員会などと

の協議は行ってきた。構想が

出来ればパブリックコメント

などで市民の意見を取り入れ

る。教育委員会は答えず。 

Q 都市計画決定に住民の意見

を十分に反映することを求め

ている運用指針に基づくべき

である。 

A 規模がそれほど大きくな

いのでと否定的な答弁。 

 

図書館は教育委員会の所管

事項なのに、所管外の都市整

備部が、社会教育法や図書館

法を蹂躙して再開発を支える

計画づくりに奔走。 

市民の声に耳を傾けず、所

管の専門機関無視で、デベロ

ッパーのもうけ最優先の再開

発事業の本質が透けて見えま

す。 

加増みつ子 議員 

図書館等複合公共施設整備計画は市民の

意見反映し専門機関での再検討、地権者

には再開発の見直しを求めよ        

安全な食と農、環境守り温暖化防止、 

便利な交通手段、まちづくりと民主主義を問う 
９月・取手 
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党議員の質問 
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自民党総裁選報道は、候補者

の地元の盆踊り、これまで見向

きもしなかった能登半島地震

被災地の視察、党所属議員の挨

拶周りや、候補者の動向等、異

常なテレビ各局の報道が続い

ています。「自民党の広報機関

のようだ」と批判が広がってい

ます。 

岸田首相が裏金事件や統一

協会との癒着で「国民の不信を

招いた」などとして総裁選への

立候補断念を表明したのに、

「誰も裏金事件の真相解明」も

言わず、一度は「裏金議員は次

の選挙で公認しない」とは言っ

たものの、裏金議員の票欲しさ

に沈黙するなど。候補者の誰が

総裁・総理になっても自民党政

治が変わらないことは、明らか

です。 

金権まみれの自民党政治を

変えるのは、総選挙で金権腐敗

に無縁の日本共産党の躍進が

どうしても必要です。 

図書館は思いがけない本

との出会いの場、未知の世

界へ開かれる場、それが図

書館の輝き。バードウォッ

チングのために野鳥図鑑

を見に来た利用者が、冒険

小説のような題名に惹か

れて思わず手に取った『ソ

ロモンの指環』というタイ

トルの本、それが動物行動

学の古典的な名著（コンラ

ート・ローレンツ著／日高

敏隆訳／早川書房）だっ

た。また、ここ数年、新着

図書コーナーには「ウクラ

イナ」や「プーチン」とい

う文字を冠した本が目立

っているが、新刊書はまさ

に時代や社会を映す鏡で

す。これらを読むことで未

知の世界に目を開かれ、自

分の考えを深めたり、独自

の判断や意見をもつこと

ができます、と（元町田市

立図書館長守谷氏が雑誌

『 月 刊 社 会 教 育 』

(2024.4)に寄せた小論）。

さらに、氏は「図書館は、

自らの生活を豊かに、また

合理的にしようとする市

民を、手助けする仕事であ

り、主権者としての市民が

自ら考え行動することを

サポートすることであり、

自治体行政を支える基盤

となるものだ」とも述べて

います。取手市は図書館づ

くりを安直に考えてはい

けないよと“警告”してい

るような気がします。 

当初再開発事業に参加を見

込んだ２０名の地権者が８地

権者に減少する中、今年３月

に、住宅棟２５階建てと非住宅

棟５階建て（図書館を核とした

複合公共施設導入等）、総事業

費は１４３億円の「Ａ街区再開

発事業」計画を公表しました。 

半年後の９月議会で、同計画

は、資材高騰と事業の遅延、事

業参加者縮小などの影響によ

る見直しで、総事業費が１７７

億円（３４億円増）に拡大する

など、見直し案の骨格が示され

ました。 

見直しで、補助金・公共施設

導入に、公費投入は 100 億円

にもなるのか、との加増議員の

質問を市は否定しません。今

後、さらに補助金と図書館等複

合施設導入に係る市の財政投

入の拡大が危惧されています。 

取手駅                     シリーズ④  

西口開発 

思いがけない本との出会い 

未知の世界開く 

駅前開発を考える会 

 遠藤俊夫 

手前は１０月に地権者の使途開始に向け区画整
理最終工事中の再開発事業区域（９月９日撮影） 

 

過熱する候補者乱立の総裁選 
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  加増みつ子   遠山ちえ子  本田かずなり 

 私たちが、報告・懇談します。 

質問や意見、取手市政などへの注文や要望を

お寄せください。 

「Ａ街区再開発事業」 

（民間施行） 

ふじしろ図書館 

取手図書館 

１０月６日（日） 
14：００ 藤代公民館 第３会議室 

１０月１３日（日） 
１０：００ 福祉交流センター（市役所前） 

（9 月 5 日、しんぶん赤旗より） 


